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国内総生産（GDP）成長率
2025年10-12月期の実質GDPの第2次速報値は、前期比年率で+1.3％となり、第1次速報の同+0.2％から上
方修正された。これは、家計消費（寄与度：+0.2％→+0.6％）、設備投資（寄与度：+0.2％→+1.0％）、政府支出
（寄与度：+0.1％→+0.3％）がいずれも上方修正されたことが背景にある。

民間設備投資は、左図に示されている通り、足元ではやや加速傾向が見られる。特に、生産コストの円滑な
価格転嫁に支えられた好調な企業業績を背景に、デジタル化投資、脱炭素投資、人手不足への対応といっ
た分野が設備投資を押し上げている模様。また、右図の実質総固定資本投資の内訳をみると、非住宅・構造
物投資や機械・装置投資（いわゆる能力増強投資）は過去10年間で概ね横ばいにとどまっている。一方、知
的財産投資は長期的な拡大トレンドを維持しており、人口減少や供給制約社会において、企業が合理的な
投資行動をとっていることが確認できる。
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投資一任契約および金融商品に係る投資顧問料(消費税を含む）：
投資一任の場合は運用財産の額に対して、年率1.1％（税抜き1.0％）を上限とする運用手数料を、運用戦略ごとに定めておりま
す。 また、別途運用成果に応じてお支払いいただく手数料（成功報酬）を設定する場合があります。
その料率は、運用成果の評価方法や固定報酬率の設定方法により変動しますので、手数料の金額や計算方法をこの書面に
記載することはできません。
投資信託の場合は投資信託ごとに信託報酬が定められておりますので、目論見書または投資信託約款でご確認ください。有
価証券の売買又はデリバティブ取引の売買手数料を運用財産の中からお支払い頂きます。投資信託に投資する場合は信託報
酬、管理報酬等の手数料が必要となります。これらの手数料には多様な料率が設定されているためこの書面に記載することは
できません。デリバティブ取引を利用する場合、運用財産から委託証拠金その他の保証金を預託する場合がありますが、デリ
バティブ取引の額がそれらの額を上回る可能性があります。その額や計算方法はこの書面に記載することはできません。投資
一任契約に基づき運用財産の運用を行った結果、金利、通貨の価格、金融商品市場における相場その他の指標に係る変動に
より、損失が生ずるおそれがあります。損失の額が、運用財産から預託された委託証拠金その他の保証金の額を上回る恐れが
あります。個別交渉により、一部のお客様とより低い料率で投資一任契約を締結する場合があります。
© Western Asset Management Company Ltd 2026.　本資料の著作権は、ウエスタン・アセット・マネジメント株式会社およ
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